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○専門分野

応用システム分析、土地利用ー交通モデ
ル、気候変動緩和・適応策、生態系サービ
ス評価、空間ビックデータ解析、持続可能
な都市システムのデザイン
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少ない歩⾏者

交通混雑



持続可能な未来社会の実現に向けて、社
会課題解決や新たな価値を創造する社
会システムを都市や地域の関係者と共創
するイノベーションについて研究します。

特に、「環境」と「健康」が好循環する未来
社会の実現を目指して、都市と地域をつ
ないだ新しい働き方、住まい方、移動手
段を組み合わせたライフスタイルとして、
都市システムをデザインするフレームワ
ークの開発に取り組みます。

○都市システムの持続可能性評価
○都市システムのデータ解析
○都市システムのデザイン

研究について 未来社会共創イノベーション研究室
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2020
Elsevier

気候変動の
緩和・適応策
を組合わせて
都市の気候
レジリエンス
を高めるため
の都市計画
の理論と応用
を研究

各種ビックデ
ータを解析す
る空間統計学
的手法を開発
しマルチース
ケールでの都
市システム分
析への新たな
応用の可能性
を研究

IoT時代の多
様なスマート
技術を用いて
建築・交通・人
間行動を融合
して都市シス
テムをデザイ
ンする手法の
理論と応用に
ついて研究

https://yamagata.sdm.keio.ac.jp/

https://yamagata.sdm.keio.ac.jp/


教育・ゼミ活動について

イノベーション

超スマート社会

次世代モビリティ

都市デザイン

ゼロ・カーボン ビジネスゲーム

ウェルビーイング 気候変動

持続可能スマートシティ 空飛ぶクルマ 社会＆ビジネスゲーム

研究室ゼミ（ラボ）

○持続可能な都市を構築する
ため、革新的なライフスタイル
への転換を可能とする都市シス
テムデザインについて総合的に
学習します。

○授業では、多様なスマート技
術の導入を統合して都市システ
ムをデザインするために必要な
知識や技術を学びます。

○ゼミ（ラボ）では、国内外の最
新のスマートシティなどの開発
動向を概観しつつ、具体的な都
市システムのデザインについて
スタジオ形式で体験します。



多様なスマート技術を融合する都市システムデザイン

経験

建築 交通

都市の快適性向上 EーPalleteなど IoT/Bigdata/AI 都市システムデザイン

1. 問題の認識 2.    新技術の開発 3.  新技術の融合 4. 統合的マスタープラン

従来の都市計画 将来の多様な
スマート技術

都市システム
デザイン

Yamagata & Yang (2020) Urban Systems Design, Elsevier4



最適な都市システムデザインを協働設計するプロセス

居住・モビリティ統合シミュレーション
• 各シナリオごとのエネルギー需要・供給量
のマッチング、スマートモビリティによるエネ
ルギーシェアリング等を評価

• 経済的コスト・ベネフィットを分析

デザインシナリオの評価プラットフォーム
シナリオごとの持続可能性・環境改善・アクセス等のシミュレーション
結果を可視化して、地域ステークホルダーらに提⽰し、協議による評
価結果をシナリオ設計にフィードバックしてシステムデザインを最適化

将来都市システムデザインのシナリオ
次世代居住スタイルやモビリティシステムを想定して
多様な都市システムデザインシナリオを構築

Yamagata & Yang (2020) 
Urban Systems Design, Elsevier



持続可能な未来社会の実現に向けてのイノベーション

土地利用

建築

交通

自然環境

新しい都市システムデザイン
で持続可能性を向上させる

アフターコロナでの社会変化とスマート技術を融合する都市システムデザイン

• デジタルトランスフォーメーション（DX）
により仕事や生活様式が大きく変化

• 「環境」と「健康」が好循環する未来社
会実現に向けてイノベーションが必要

• 新しい都市システムデザインに挑戦
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【現在の通り】
道路拡幅⼯事によって
歩道が整備されたが、
⾞の交通量が増加して
歩⾏者の快適性はかえ
って低下することも

【将来の通り】
次世代AVは軌道上を
低速・安全に運転可
能。全⾯舗装は不必
要で、緑化により通
りを快適なコミュニ
ティースペースに

各種サービスの提供

シェアハウス

公共広場次世代モビリティ

DELIVERY

情報センサ

FOOD

FOOD

HOTEL

狭い歩道

交通混雑

次世代AVによる快適なコミュニティスペースの創出



地下

ビル屋上や壁面でのPVによるの（CO2ゼロ）
グリーン電力は、地下駐車場の自動運転電
気自動車（AEV）に充電され、非常時には周
辺地域（コミュニティー）に電力供給
（AEV2C)

AEV地下駐⾞場は景観と⼟地有効活⽤に貢献
AEV2Cの交通・電⼒需要を考慮して最適配置を設計

AEV2Cシステムによるグリーン電⼒シェアリング



次世代モビリティー連携で歩行アクセスを拡張

自立分散型の超小型
AEVを開発できれば、
平時の高齢者の移動
に加えて、緊急時の避
難や救急搬送が可能

待ち時間を含めて１０分以内に全地域にアクセス可能なMaaSを提案

品川駅

高輪ゲートウェー駅

天王洲アイル駅



エアモビリティによる地域問題解決の提案
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空⾶ぶクルマを⽤いた救命救急医療、災害救助、企業の社員移動（旭化成や誘致企業
など）、ドローンを⽤いた伐採材⽊の輸送など、様々な活⽤が想定される

ü 薪ビジネスのアイデア
延岡自伐型林業研究会（延
岡市役所野々下博司氏『五

ヶ瀬町自伐化計画』ブレーン
ストーミング）

ü 自伐型林業の先進事例
「延岡自伐型林業研究会講
演・研修会に九州全県から40
人以上が参集（’19.1）」

延岡へ宮崎県ドクターヘリで30分圏内
⇒空飛ぶクルマで医師を高速派遣（近郊）

延岡の自伐型林業（自家伐採、小規模
機械）、薪ビジネスなどで活用

http://www.med.miyazaki-
u.ac.jp/kyuumei/heli/index.html
https://itakuratetsuo.com/blog/?p=957
https://www.facebook.com/groups/1772
534539662155/



スマート技術活用による気候変動対策への貢献

AP Photo

常総市（2015/9/10）

熊谷市（2018/7/23）

CNN Photo

気候変動リスク情報

2050年脱炭素化都市宣言都市
（東京都、京都市、山梨県ほか）

情報通信技術スマートシティ

暑熱

洪水

スマート
社会

スマート
エネルギー・水管理

スマート
モビリティ

スマート
コマース

スマート
危機管理

スマート
健康管理

スマート
インフラ

ビックデータやAI手法を活用する気候変動の実現にむけて
自治体や企業と連携してテストサイトでプロジェクト研究を推進



歩⾏履歴情報の推定例

暑熱
リスク評価

暑熱脆弱性
⾼齢者・
既往症など

暑熱曝露
位置情報・
歩⾏履歴など

暑熱ハザード
地表⾯温度・
気温・湿度など

快適性
評価

快適性指数（PMV等）
温度、湿度、⾵速、⽇射、活
動量、着⾐量等から計算

屋内外の暑熱計測
歩行者年齢の推定例

時空間補間⼿法

ナビゲーション
システムの開発

地表⾯温度の推定例

ビッグデータを用いた暑熱リスク評価と快適ナビゲーション



ビックデータを用いたCO2排出量の可視化の都市計画への応用

今後の都市計画への応⽤についてエネ特事業としてスタートする予定

→ライフスタイル変化と脱炭素化技術の導⼊によるゼロカーボンシティ計画を⽀援

Blue: 道路から排出
Red：建築物からの排出

隅田川

四つ木橋

錦糸町

両国

押上

浅草橋

2016年11月7日



都市炭素マッピング 2020年1月

January, 2020

各⽉最終週の13:00における炭素排出量の平均

建物

交通
低 ⾼

CO2 排出量



2020年1月〜9月のCO2排出量と交通活動の
変化率（東京23区）に関する最新の研究成果

• CO2排出量と交通活動が最大で1月比で約40％減少
•在宅勤務により住宅部門のCO2排出量が5-10％増加

10月～12月分についても解析中

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept.

Ch
an

ge
 o

f t
ra

ns
po

rt
 a

ct
iv

iti
es

 (%
)

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept.

Ch
an

ge
 o

f C
O

2
em

is
si

on
 (%

)

住宅

全体

業務

交通
交通

車

歩行

電車

CO2排出量の変化 交通量の変化



地域の脱炭素化政策シナリオ構築の研究

• 地域の地理的環境を考慮したエネルギー需給の時空間的マッチングによる，最適な地域エネルギー
クラスタリングを提案する「地域デザインツール」として，炭素マッピングを活用

• 地域における供給・需要を可視化することでゼロカーボンシティ実現に寄与
【需要】建築物や交通によるエネルギー需要量

【供給】太陽光発電やバイオマス発電等の再生可能エネルギー施設の供給量

⼤規模太陽光発電施設 バイオマス資源

個別太陽光発電

建築物エネルギー利⽤ 交通エネルギー利⽤

エネルギー需給の時空間的マッチング

⼭梨県北杜市の例
⽇射時間が⽇本⼀



北杜市プロジェクト
（全体価値フロー）

地域新電力会社
(ToBe：RE100)

PV発電事業者

家庭パネル＋V2X＋EV
（住民、農家）

北杜市小水力
発電

バイオマス事業者

地域新電力
小売事業者

北杜市太陽光
発電サイト

小規模事業者

公共施設

農家

大口需要家

地域循環共生圏プラットフォームサービス

北杜市

２域内移動モビリ
ティサービス

地域住民

高齢者

買い物
客

学生

地域商店街・
商業施設

３農家向けｼｪｱﾘﾝ
ｸﾞｻ-ﾋﾞｽ（EV軽トラ
、農機具等）

４充電サービス
(シェアリング)

１充電サービス
(ステーション) 自家用車利用者

地域外・地域内観光客

広域連携地域

（身延、山中湖村
等）

２観光サービス

北杜市内観光地

（清里、白州、尾
白川等）

ふるさと納
税コイン返
礼

EVレンタカー

商工会議所
観光協会

回遊エコツアー相
互送客

観光地間移動

観光地内移動(
清里の森等)

地域コイン
流通交換基盤

機材シェア
リング管理配車管理

電気シェア
リング管理

買い物

出資？

コイン利用

コイン受領

コイン
受領

コイン利用

コイン受領

配当？

補助金？

補助金？

送客

宿泊
買い物

宿泊
買い物

エコ観光
コイン受領

特産品交換

余剰電気寄付

電気シェ
ア

電気供
給

再エネ
電気購入

再エネ
電気購入

電力アグレゲ―
ションサービス

コイン
受領

ｼｪｱﾘﾝｸﾞｻｰ
ﾋﾞｽ販売

電気
販売管理

返礼
資金

電
気
供
給

電力ｱｸﾞﾚｹﾞ
ｰｼｮﾝ管理

コイン利用

エコツアー販
売

コイン利
用

地域外住民

コイン利
用

電気
販売

北杜市税
収アップ

農家

レジリエンス

ワーケーション
利用者



北杜市プロジェクト
（全体価値フロー）

地域新電力会社
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ｸﾞｻ-ﾋﾞｽ（EV軽トラ
、農機具等）
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(シェアリング)

１充電サービス
(ステーション) EVシェアカー・

EV自家用車利用
者

地域外・地域内観光客

広域連携地域
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互送客

観光地間移動

観光地内移動(
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リング管理配車管理

電気シェア
リング管理
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送客
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買い物

宿泊
買い物

コイン受領

特産品交換

余剰電気供給・寄付
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再エネ
電気購入

再エネ
電気購入

電力アグレゲ―
ションサービス
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コイン利
用

電気
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北杜市税
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農家

レジリエンス

ワーケーション利用者
(ZEB/ZEH＆バイオマス・
カーボンニュートラル)

移住者

余剰電気
供給

企業版ふるさと
納税コイン返礼

企業
等
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SAMOカード
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①ゼロカーボン
エネルギーの地
域循環コンセプ
トに賛同したPV
等グリーン電気
の供給

③持続可能な観光およ
びワーケーション・コン
セプトに基づくシェアリ
ングサービス

③グリーン電気
の様々なサービ
スでのシェアリン
グ（V2X）

需要創
出

供給
シフト

需給マッ
チング



- 健康的なライフスタイル
- シェアリングエコノミー
- 滞在型ツーリズムの促進
- 二地域居住の社会実験

- 地域資源の活用
- 自立・分散型社会
- Society5.0活用
- ジオデザイン手法

将来の多様なスマート技術の可能性を融合する都市システムデザインによって
建築・交通・人間行動を統合して持続可能かつWellbeing（健幸）な都市を実現

- 再生可能エネルギー
- スマートグリット
- スマートモビリティ
- スマート技術統合評価
- 土地利用・交通モデル
- 脱炭素化シナリオ構築

低炭素化（緩和）

CO2排出量

-

気候レジリエンス（適応）

洪水リスク

- 暑熱・水害リスク対策
- 避難シミュレーション
- 快適性計測手法
- ナビゲーションシステム
- ビックデータとAI活用
- 総合的適応評価システム

スマート技術を活用する持続可能な都市システムデザイン

地域循環共生圏 地域コミュニティー活性化

都市・地域でのシナジーとトレードオフの分析に基づいた最適化デザイン


